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1 はじめに
近年，SNSの一つであるマイクロブログの普及は著

しく，ユーザはリアルタイムに多種多様な情報を取得・
発信することが可能になった．特に，Twitter∗1 におい
ては，情報発信時の入力文字数が 140字に制限されて
いることから，ユーザの情報発信に対するハードルが
大きく下がっている [1]．そのため，東日本大震災の際
には，Twitterは，速報性の高さを発揮し，重要な情報
インフラとして活用されていた [2]．一方，誰もが情報
の信頼性を正しく判断できるとは限らず，流言が伝播
されるという問題も起こった．東日本大震災の際には，
「放射線被爆対策としてうがい薬を飲めばいい」などの
流言が拡散された [3]．流言はユーザ間の適切な情報共
有を阻害し，特に災害時には，流言の伝播によって深刻
な問題が引き起こされる可能性がある．そのため，流
言の拡散を防止する仕組みが必要である．本研究では
まず，流言の拡散しやすい Twitterをもとに，流言の収
集・拡散防止手法について検討する．

Twitterにおけるリツイート ∗2 機能は，その手軽さか
ら情報の伝播に影響を与えやすいと考えられる．中原
ら [4]は，Twitterにおける非公式リツイートに付加さ
れたコメントとリツイート回数から取得される情報 (訂
正ツイートと危険度) の提示による，流言の拡散防止
を試みている．しかし，リツイート回数や訂正ツイー
トの数のみが流言拡散の原因になるとは限らないため，
他の要因についても検討する必要がある．
我々は，流言が拡散する原因の一つとして，情報発

信前の人間による真偽確認不足があると考えた．そこ
で本研究では，Twitterユーザを対象に，Twitterにおけ
る情報拡散時の確認行動に関する調査を行い，流言拡
散防止のための要件を抽出し，流言拡散を防止するシ
ステムを提案する．

2 情報拡散行動に関する調査
2.1 概要

1章で述べたように，流言が拡散する原因の一つと
して，情報発信前の確認不足が考えられる．そこで，
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∗1 http://twitter.com/
∗2他のユーザが発信したツイートを再発信することができる機能．

リツイートには，情報を元の状態のまま再発信する公式リツイート
とコメントを付加して再発信する非公式 (引用) リツイートがある．

Twitterにおいてリツイート機能を利用する際，ツイー
ト内容の真偽をユーザが確認しているかどうかをアン
ケートにより調査した．調査対象は，Twitterユーザ 108

人 (10代：19人，20代：24人，30代：24人，40代：
23人，50代：17人)である．
情報の確認を行うかどうかは，その情報の発信者を

知っているかどうか，さらに実社会で会ったことのある
人かどうかという，発信者との親しさが関係する可能
性がある．そこで，発信者との関係性をもとにツイー
トを以下の 4つに分類し，それぞれに対するリツイー
ト時の行動を調査した．

A:フォローユーザ (実社会の知人)のツイート
B:フォローユーザ (ネット上の知人)のツイート
C:フォローユーザのリツイート (知人の知人のツイート)

D:フォローしていない (検索で見つけた)人のツイート

なおアンケートは，ユーザ属性，Twitterの利用方法
および情報拡散行動に関する質問 (計 44問)からなる．

2.2 調査結果
図 1にリツイート機能 (公式リツイート・非公式リ

ツイート)を利用したことがあると答えた人の割合を示
す．50代を除く各年代では，4種類のいずれのツイー
トついてもリツイート利用経験者の割合は 0.5以上と
なった．特に，実社会の知人のツイートについては，リ
ツイート利用経験者の割合が，全ての年代で 0.7以上
となった．また，実社会の知人，ネット上の知人およ
び知人の知人のツイートについては，10代のリツイー
ト利用経験者の割合は 0.9以上となった．
図 2に，リツイート利用経験者のうち，リツイート

前に情報の真偽を確認していると答えた人の割合を示
す．情報の真偽を確認していると答えた人の割合は，検
索で見つけたツイートを除き，全ての年代において 0.5

未満となった．実社会の知人のツイートでは，調査対
象ユーザ全体での割合が 0.27 であった．また，10 代
のユーザについては，4種類のツイート全てにおいて
0.2未満であり，他の年代のユーザよりも真偽確認する
ユーザが少ない傾向が見られた．
以上より，4種類のツイートにおいて，リツイート利

用経験者の割合は比較的高く，実社会の知人のツイー
トは特にその割合が高いにもかかわらず，情報の真偽
を確認している人の割合が低いことがわかった．実社
会の知人が発信者の場合，他の場合よりも親しく，実
社会の知人のツイートにおける情報の真偽について特
に疑いを持ちにくいと示唆される．
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図 1: リツイート利用経験者の割合

図 2: 情報の真偽確認を行っている人の割合

3 情報確認行動促進システムの提案
2章で示した調査結果より，情報を再発信 (リツイー

ト)する際，真偽確認行動を行わない人が多いことがわ
かった．このような人々に情報確認行動を促すことがで
きれば，流言拡散防止の一助となる可能性がある．そ
こで本研究では，流言である可能性が含まれる情報を
閲覧している際，ユーザに気付きを与えることで，情
報の真偽確認行動を促進し，流言の拡散防止を支援す
るシステムを提案する．

3.1 設計方針
情報確認行動に関する調査結果をもとに，以下の設

計方針を立てた．

方針 1．真偽確認作業の負荷を軽減する
リツイート前に真偽確認を行うユーザが少ないことか
ら，ユーザは全ての情報を能動的に真偽確認しないと
考えられる．そこで，閲覧している情報に流言が含まれ
る場合，ユーザが受動的に情報を得られるようにする．

方針 2．親しさに応じて注意の優先度を設定する
情報の発信者とユーザが親しい関係にあると，ユーザ
は情報の真偽に疑いを持ちにくい可能性がある．そこ
で，発信者との親しさに応じた注意の優先度を設定で
きるようにする．

3.2 提案システム
本研究で提案するシステムでは，流言情報クラウド

[5]で収集している流言情報をもとに，受動的な情報提
供を行う．ユーザが閲覧しているテキストに流言が存
在する場合，「流言が含まれている可能性がある」とみ
なし，該当テキストを強調表示することにより，ユー
ザの情報確認行動を促す．システムの動作イメージを

図 3: 提案システムの動作イメージ

図 3に示す．本システムはGoogle Chrome∗1 などのアド
オンとして実装する．普段利用しているブラウザのア
ドオンとすることで，情報真偽確認作業の負荷軽減を
目指す．また，Twitterなどのアカウント情報からユー
ザと情報発信者の関係を推定し，親しさに応じた注意
の優先度を強調表示に反映する．

4 おわりに
流言が拡散する原因の一つには，情報に対する人間

の確認不足があると考えられる．本研究では，Twitter

ユーザ 108名を対象とし，情報拡散行動に関するアン
ケートを実施した．調査の結果，Twitterにおいて，情
報の真偽をユーザが能動的に確認することは少なく，情
報発信者との親しさが確認不足につながる可能性があ
ることがわかった．
また，調査結果をもとに流言の拡散を防止するシス

テムを検討した．システムの設計方針として，(1)真偽
確認作業の負荷を軽減する，(2)親しさに応じて注意の
優先度を設定する，の 2点を挙げ，流言である可能性が
ある情報をユーザが閲覧している際，該当する文章を
強調表示することにより，ユーザに気付きを与え，情
報確認行動を促すシステムを提案した．
今後は，提案システムの実装を行い，評価実験によ

りシステムの有効性を検証する．
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